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安全衛生管理体制の整備状況（全部局・団体区分別）表

総括安全衛生管理者 安全管理者 衛生管理者 安全衛生推進者等

選任を
要する
事業所

選任
している
事業所

選任
事業所
率（％）

選任を
要する
事業所

選任
している
事業所

選任
事業所
率（％）

選任を
要する
事業所

選任
している
事業所

選任
事業所
率（％）

選任を
要する
事業所

選任
している
事業所

選任
事業所
率（％）

都道
府県 202 201 99.5 433 430 99.3 6,253 6,121 97.9 4,995 4,959 99.3

指定
都市 163 163 100.0 379 377 99.5 1,275 1,247 97.8 6,591 6,546 99.3

市区 173 172 99.4 494 483 97.8 2,904 2,769 95.4 29,432 26,863 91.3

町村 0 0 ー 2 2 100.0 948 888 93.7 6,668 5,227 78.4

一部
事務組合 4 4 100.0 44 42 95.5 397 378 95.2 2,086 1,928 92.4

合計 542
（556）

540
（554）

99.6
（99.6）

1,352
（1,385）

1,334
（1,367）

98.7
（98.7）

11,777
（11,847）

11,403
（11,416）

96.8
（96.4）

49,772
（49,917）

45,523
（45,192）

91.5
（90.5）

産業医 安全委員会 衛生委員会

選任を
要する
事業所

選任
している
事業所

選任
事業所
率（％）

設置を
要する
事業所

設置
している
事業所

設置
事業所
率（％）

設置を
要する
事業所

設置
している
事業所

設置
事業所
率（％）

都道
府県 6,253 6,236 99.7 389 388 99.7 6,253 6,177 98.8

指定
都市 1,275 1,264 99.1 298 292 98.0 1,275 1,231 96.5

市区 2,904 2,792 96.1 335 328 97.9 2,904 2,667 91.8

町村 948 805 84.9 1 1 100.0 948 762 80.4

一部
事務組合 397 373 94.0 32 32 100.0 397 360 90.7

合計 11,777
（11,847）

11,470
（11,497）

97.4
（97.0）

1,055
（1,067）

1,041
（1,052）

98.7
（98.6）

11,777
（11,847）

11,197
（11,223）

95.1
（94.7）

平成22年度地方公共団体の勤務条件等に関する調査結果（総務省）

 （注）
1　�合計欄の（　　）の数

字は、平成22年3月31
日現在の選任（設置）
数等である。

2　�東日本大震災の影響に
より調査が困難となっ
た3団体（岩手県の1市
1町、宮城県の1町）を
除いて集計している。

率
は
、
都
道
府
県
や
指
定
都
市
で
は
99
％

を
超
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、
市
区
で
は

91
・
3
％
、
町
村
で
は
78
・
4
％
と
い
う

低
い
水
準
に
あ
る
。
衛
生
委
員
会
の
設
置

率
も
同
様
で
、
都
道
府
県
や
指
定
都
市
で

は
96
％
を
超
え
て
い
る
半
面
、
市
区
で
は

91
・
8
％
、
町
村
で
は
80
・
4
％
と
な
っ

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
安
全
衛
生
活
動

を
担
う
人
材
の
育
成
は
、
特
に
市
区
町
村

レ
ベ
ル
で
は
共
通
の
課
題
で
あ
り
、
こ
う

し
た
中
小
自
治
体
の
安
全
衛
生
管
理
体
制

の
整
備
、
衛
生
管
理
者
や
安
全
衛
生
推
進

者
等
の
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
は
焦
眉
の
課

題
と
い
え
る
。

多
彩
な
リ
ス
ク
に
対
応
で
き
る

人
材
の
育
成
が
必
要

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
行
政

ニ
ー
ズ
は
多
様
化
・
高
度
化
し
て
お
り
、

自
治
体
の
業
務
内
容
は
質
・
量
と
も
に
大

き
く
変
化
し
て
い
る
。

公
務
職
場
は
ま
た
、
事
務
系
を
は
じ
め
、

清
掃
、
教
育
、
学
校
給
食
、
保
健
、
福
祉
、

医
療
、
消
防
、
上
下
水
道
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
業
種
の
集
合
体
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

多
彩
な
ハ
ザ
ー
ド
（
危
険
・
有
害
要
因
）

が
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
機
械
・
設
備
、

化
学
物
質
、
酸
欠
、
電
離
放
射
線
、
感
染

性
物
質
、
深
夜
勤
務
、
高
所
作
業
、
潜
水

作
業
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
ハ
ザ
ー
ド
を
特
定
し
、
リ
ス

ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
通
し
て
、
職
場
環
境

を
改
善
し
て
い
く
た
め
に
は
、
産
業
医
を

は
じ
め
、
安
全
管
理
者
や
衛
生
管
理
者
、

作
業
主
任
者
等
を
き
ち
ん
と
選
任
す
る
こ

と
は
当
然
の
こ
と
だ
が
、
関
係
者
へ
の
安

全
衛
生
教
育
も
不
可
欠
で
あ
る
。

さ
ら
に
最
近
で
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
一
次
予
防
策
と
し
て
、
専
門
医
が
い
な

く
て
も
職
場
で
実
施
可
能
な
、
職
場
環
境

に
存
在
す
る
ス
ト
レ
ス
要
因
を
把
握
し
改

善
す
る
「
職
場
環
境
改
善
を
通
じ
た
ス
ト

レ
ス
対
策
」
も
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
よ
う
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

に
も
対
応
で
き
る
安
全
衛
生
ス
タ
ッ
フ
を

育
成
す
る
こ
と
も
、
今
後
の
公
務
職
場
に

は
必
須
と
い
え
よ
う
。

　

筆
者
は
、
安
全
衛
生
担
当
と
し
て
長
期
に

わ
た
り
職
務
に
当
た
っ
て
き
た
。
こ
の
活
動

の
中
で
は
決
し
て
良
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な

く
、
い
く
つ
も
の
災
害
や
困
難
な
事
例
、
時

に
は
不
幸
な
出
来
事
に
も
遭
遇
し
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
経
験
を
踏
ま
え
、
現
場
の
立
場

か
ら
「
安
全
衛
生
の
人
材
育
成
」
に
つ
い

て
、
そ
の
必
要
性
や
実
際
の
方
法
論
に
つ
い

て
述
べ
て
み
た
い
。

安
全
衛
生
管
理
体
制
の
整
備

マ
ン
パ
ワ
ー
確
保
は
焦
眉
の
課
題

公
務
職
場
に
お
け
る
安
全
衛
生
分
野
の

人
材
育
成
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
考
え

る
に
際
し
て
、
安
全
衛
生
管
理
体
制
の
整

備
状
況
（
表
）
を
見
て
み
た
い
。
ま
ず
産

業
医
だ
が
、
そ
の
選
任
率
は
都
道
府
県
や

政
令
指
定
都
市
で
は
99
％
を
超
え
て
い
る

が
、
市
区
で
は
96
・
1
％
、
町
村
で
は

84
・
9
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

衛
生
管
理
者
の
選
任
率
は
、
都
道
府
県

や
指
定
都
市
で
は
97
％
を
超
え
て
い
る

が
、
市
区
で
は
95
・
4
％
、
町
村
で
は

93
・
7
％
。
安
全
衛
生
推
進
者
等
の
選
任
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豊
富
な
知
識
や
経
験
が
な
け
れ
ば

情
報
も
人
脈
も
使
い
こ
な
せ
な
い

筆
者
の
も
と
に
は
、
中
小
自
治
体
の
関

係
者
か
ら
、「
安
全
衛
生
活
動
を
進
め
た
い

が
、
ま
ず
何
か
ら
着
手
し
た
ら
よ
い
か
」

「
安
全
衛
生
委
員
会
を
開
き
た
い
が
、
何
を

議
題
と
す
れ
ば
よ
い
か
」「
職
場
巡
視
は
ど

の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
」「
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
を
進
め
た
い
が
、
何
を
し
た
ら

よ
い
か
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
寄

せ
ら
れ
る
。
最
近
で
は
、
特
に
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
に
関
す
る
も
の
が
目
立
つ
。

筆
者
な
り
に
、
地
方
公
務
員
の
安
全
衛

生
の
現
状
を
分
析
し
て
み
る
と
、
安
全
衛

生
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
（
特
に
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
）
が
高
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
何
か

ら
始
め
れ
ば
よ
い
の
か
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
活
動
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
が
わ
か

ら
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
原
因
を
探
っ
て
み
る

と
、
一
つ
は
安
全
衛
生
情
報
へ
の
ア
ク
セ

ス
に
問
題
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。

地
方
公
務
員
の
場
合
、
地
方
公
務
員
安

全
衛
生
推
進
協
会
は
貴
重
な
情
報
源
で
あ

る
。
本
誌
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
図
書

や
D
V
D
な
ど
が
発
行
さ
れ
て
い
る
の
に

加
え
、
資
格
取
得
研
修
を
は
じ
め
、
基
本
・

専
門
・
業
種
別
研
修
な
ど
多
彩
な
教
育
・

研
修
も
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら

を
活
用
し
な
が
ら
安
全
衛
生
活
動
を
進
め

る
の
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。
ま
た
、
中

央
労
働
災
害
防
止
協
会
や
労
働
基
準
協
会

な
ど
に
加
入
す
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
安
全

衛
生
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も

に
、
近
隣
で
実
施
さ
れ
る
安
全
衛
生
に
関

す
る
各
種
研
修
に
も
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の

安
全
衛
生
関
係
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

構
築
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
通
じ
て

情
報
交
換
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
。
さ
ら

に
、
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め

と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
安
全
衛
生
資
源
に
関

す
る
情
報
も
入
手
で
き
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
情
報
に
ア
ク

セ
ス
し
、
使
い
こ
な
す
た
め
に
は
、
安
全

衛
生
に
関
す
る
豊
富
な
経
験
や
知
識
を
持

つ
人
材
が
必
要
と
な
る
が
、
前
出
の
調
査

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
人
材
は

な
か
な
か
育
っ
て
い
な
い
。

民
間
企
業
は
安
全
衛
生
に

対
す
る
優
先
度
が
高
い

人
材
育
成
が
進
ま
な
い
理
由
の
一
つ
と

し
て
、
特
に
非
現
業
職
場
に
お
い
て
、「
安

全
衛
生
」
の
優
先
度
が
低
い
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
背
景
に
法
的
な
問

題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

地
方
公
務
員
に
は
労
働
安
全
衛
生
法
が

適
用
さ
れ
る
が
、
非
現
業
職
員
の
場
合
、

第
6
〜
9
条
（
労
働
災
害
防
止
計
画
）
と

第
92
条
（
司
法
警
察
権
）
は
適
用
さ
れ
な

い
た
め
、
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
の
調
査

や
指
導
を
受
け
る
機
会
が
な
い
。
代
わ
り

に
人
事
委
員
会
も
し
く
は
首
長
が
、
そ
の

任
に
当
た
る
。
つ
ま
り
（
人
事
委
員
会
が

設
置
さ
れ
る
都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市

等
以
外
の
）
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で
は
首

長
が
労
働
安
全
衛
生
の
監
督
を
行
う
こ
と

に
な
る
。

し
か
し
、
首
長
が
職
員
の
安
全
衛
生
に

関
し
て
重
要
性
を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た

ら
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
？　

た
と
え
そ
の

重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
と
し
て
も
、「
安

全
衛
生
の
推
進
」
と
「
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
」
と
を
秤
に
か
け
た
と
き
、
後
者
を

重
視
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
を
し
ば
し
ば
耳
に
す
る
。

ひ
る
が
え
っ
て
民
間
企
業
は
、
日
常
的

に
労
働
基
準
監
督
署
の
調
査
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
経
営
ト
ッ
プ
の
安
全
衛
生
に
対
す

る
意
識
も
自
治
体
の
首
長
と
は
異
な
る
。

何
よ
り
一
度
災
害
が
起
こ
れ
ば
、
生
産
ラ

イ
ン
を
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も

あ
り
、
大
き
な
損
失
を
負
う
こ
と
に
な
る
。

公
務
職
場
と
は
、
安
全
衛
生
に
対
す
る

「
優
先
度
」
が
違
う
。
職
場
の
安
全
衛
生
は

最
優
先
で
実
施
さ
れ
、
必
要
な
安
全
衛
生

教
育
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
衛
生
管
理
者

な
ど
豊
富
な
経
験
や
知
識
を
持
つ
安
全
衛

生
ス
タ
ッ
フ
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

一
人
の
社
員
が
、
企
業
全
体
の
安
全
衛
生

分
野
を
長
期
間
担
当
し
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と

な
り
、
専
門
職
化
し
て
い
る
例
も
珍
し
く

な
い
。

公
務
職
場
で
も
必
要
な

安
全
衛
生
分
野
の
専
門
知
識

安
全
衛
生
活
動
を
リ
ー
ド
し
、
職
員
の

安
全
と
健
康
を
守
る
役
割
を
担
う
安
全
衛

生
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
は
容
易
で
は
な
い
。

ま
ず
は
、
安
全
衛
生
関
係
法
令
を
理
解

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
作
業
環
境
管
理

や
作
業
管
理
、
健
康
管
理
に
関
す
る
知
識

を
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。
具
体
的
な

活
動
と
し
て
は
、
安
全
衛
生
委
員
会
の
運

営
や
職
場
巡
視
、
各
種
健
康
診
断
、
安
全

衛
生
教
育
の
企
画
立
案
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
ま
た
、
職
業
性
疾
病
や
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
な
ど
に
関
す
る
知
識
や
、
公
務

職
場
に
存
在
す
る
有
害
物
質
な
ど
多
彩
な

ハ
ザ
ー
ド
や
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
技
術
も

必
要
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
安
全
衛
生
推

進
者
や
衛
生
管
理
者
の
資
格
を
取
る
こ
と

が
有
効
な
方
法
と
い
え
る
。

衛
生
管
理
者
の
国
家
試
験
を
受
験
す
る
た

め
に
は
一
定
期
間
の
実
務
経
験
が
必
要
と
さ

れ
て
お
り
、
試
験
に
合
格
す
る
た
め
の
準
備

も
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
外
部
の
専
門
家
や

産
業
医
と
の
連
携
、
各
職
場
と
の
関
係
作
り

に
当
た
っ
て
は
、
知
識
だ
け
で
は
な
く
人
間

関
係
の
構
築
も
欠
か
せ
な
い
。
こ
の
よ
う
な

関
係
も
一
朝
一
夕
で
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、

安
全
衛
生
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
ベ
ー
ス
を
つ

く
る
だ
け
で
、
少
な
く
と
も
3
年
は
か
か
る

と
筆
者
は
考
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
公
務
職
場
で
は
多
く
の
場

合
、
せ
っ
か
く
育
て
た
人
材
が
短
期
間
で

異
動
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
、
人
材
が

育
ち
に
く
く
、
安
全
衛
生
活
動
の
停
滞
を

招
い
て
し
ま
う
の
は
必
定
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
態
を
招
か
な
い
た
め
に
は
、

公
務
職
場
に
お
い
て
も
、
安
全
衛
生
ス
タ
ッ
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高
め
る
方
法
と
し
て
重
要
だ
と
考
え
る
。

写
真
は
当
市
の
ス
ト
レ
ス
対
策
研
修
に

お
け
る
「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」
の
様
子
で

あ
る
。
こ
れ
は
労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
後
述
）
の
一
環
と
し
て
、

平
成
19
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
。

各
職
場
（
安
全
衛
生
委
員
会
）
で
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー

を
中
心
に
職
員
が
話
し
合
い
、
ス
ト
レ
ス

対
策
や
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
視
点
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
場
環
境
改
善
提
案
を

挙
げ
て
も
ら
う
仕
組
み
だ
。
23
年
度
実
績

で
は
全
職
場
の
7
割
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

②�

職
場
で
具
体
的
な
活
動
を
す
る
人
材
の

育
成

実
際
に
安
全
衛
生
活
動
を
進
め
る
た
め

に
は
、
安
全
衛
生
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し
な

が
ら
、
各
職
場
で
具
体
的
な
活
動
を
す
る

人
材
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
な
ど
、
安
全
衛
生
に

関
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
、
研
修

修
了
者
を
安
全
衛
生
委
員
会
で
認
証
し

て
、
安
全
衛
生
活
動
に
協
力
し
て
も
ら
う

方
法
も
あ
る
。
当
市
で
は
ま
だ
導
入
し
て

い
な
い
が
、「
認
定
証
」
な
ど
を
交
付
す
る

こ
と
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
も

つ
な
が
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

③�

労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
（
O
S
H
M
S
）
の
活
用

O
S
H
M
S
は
「
事
業
主
が
、
職
員
の

参
加
と
協
力
の
も
と
に
一
連
の
過
程
を
定

め
て
体
系
的
か
つ
継
続
的
に
行
う
自
主
的

な
安
全
衛
生
管
理
の
仕
組
み
で
、
仕
事
と

一
体
的
に
運
用
さ
れ
る
も
の
」
で
、「
職
場

の
安
全
衛
生
水
準
の
向
上
を
図
る
こ
と
」

が
目
的
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
活
動

を
支
え
る
基
本
要
素
と
し
て
、
体
制
の
整

備
、
労
働
者
の
意
見
反
映
、
明
文
化
、
記

録
な
ど
が
あ
る
。
簡
単
に
い
う
と
、
人
が

変
わ
っ
て
も
安
全
衛
生
活
動
が
持
続
的
に
行

わ
れ
る
た
め
の
仕
組
み
で
あ
る
。

安
全
衛
生
に
関
す
る
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の

継
承
と
い
う
視
点
か
ら
O
S
H
M
S
を
見
る

と
、「
人
の
頭
の
中
に
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
手
順
書
）
な
ど
で
明

文
化
し
、実
際
の
活
動
内
容
を
記
録
に
残
す
」

と
い
う
と
こ
ろ
が
重
要
と
い
え
る
。

ち
な
み
に
当
市
で
は
、
平
成
19
年
度
か

ら
3
年
計
画
で
O
S
H
M
S
を
導
入
し
た

が
、
ま
ず
は
従
来
か
ら
あ
る
安
全
作
業
マ

ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
か

ら
始
め
た
。
そ
の
際
、
各
職
場
の
リ
ス
ク

に
対
応
で
き
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
、
当
事
者

自
身
が
参
加
し
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

の
視
点
か
ら
作
成
す
る
こ
と
に
留
意
し
た
。

そ
の
結
果
、「
学
校
給
食
安
全
作
業
マ
ニ
ュ

ア
ル
」「
草
刈
作
業
の
安
全
作
業
マ
ニ
ュ
ア

ル
」「
職
場
環
境
等
の
良
好
/
改
善
事
例
集
」

な
ど
が
作
成
さ
れ
、
職
場
の
安
全
衛
生
活
動

が
活
性
化
、
公
務
災
害
や
病
気
休
暇
も
減
少

し
た
。

＊　

＊　

＊

行
政
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
・
高
度
化
す
る
な

か
、
地
方
公
務
員
を
め
ぐ
る
安
全
衛
生
上
の

課
題
は
数
多
く
存
在
す
る
。

職
員
の
心
身
の
健
康
が
保
た
れ
て
い
な
け

れ
ば
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
安
全
・
健
康
で
働
き
や

す
い
職
場
環
境
づ
く
り
は
、
重
要
な
課
題
で

あ
り
、
こ
の
活
動
を
中
心
と
な
っ
て
支
え
て

い
く
安
全
衛
生
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
や
育
成

に
、
今
ま
で
以
上
に
力
を
注
い
で
い
く
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
。

大
牟
田
市
企
画
総
務
部
職
員
厚
生
課
　
安
全
衛
生
担
当

渡
辺 

裕
晃
（
わ
た
な
べ
・
ひ
ろ
あ
き
）

1
9
6
7
年
福
岡
県
生
ま
れ
、
93
年
大
牟
田
市
役
所
入

庁
。
第
一
種
衛
生
管
理
者
、
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
健
康
運
動
指
導
士
、
健
康
心
理
士
。
主
な
論
文
は
、

『
自
治
体
職
場
へ
の
O
S
H
M
S
導
入
︱
導
入
途
上
の
状

況
と
今
後
の
展
望
』（
労
働
安
全
衛
生
研
究
）
、『
大
牟
田

市
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
一
次
予
防
対
策
︱
み
ん

な
で
進
め
る
改
善
活
動
で
働
き
や
す
い
職
場
へ
』（
労
働

の
科
学
）
、『
自
治
体
職
場
に
お
け
る
職
場
環
境
改
善
を

通
じ
た
参
加
型
ス
ト
レ
ス
対
策
の
試
み
』（
産
業
ス
ト
レ

ス
研
究
）
な
ど
。

フ
の
在
職
期
間
を
長
期
化
し
、
高
度
な
専

門
知
識
を
持
っ
た
人
材
を
育
て
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
職
場
の
多
彩
な
リ

ス
ク
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
的
確
に
対
応

し
て
い
く
た
め
に
は
、
民
間
と
同
様
、
安

全
衛
生
分
野
に
特
化
し
た
専
門
職
を
育
て

る
こ
と
も
有
効
な
方
法
で
は
な
か
ろ
う
か
。

知
識
の
普
及
、
意
欲
向
上
に
は

参
加
型
の
研
修
が
有
効

そ
の
ほ
か
、
安
全
衛
生
活
動
に
関
す
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
や
、
安
全
衛
生
の
こ
と
を

広
く
職
員
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
重
要
で

あ
る
。
最
近
で
は
、
労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
O
S
H
M
S
）
を
導
入

す
る
こ
と
も
有
効
な
方
法
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
安
全
衛
生
に
関
す
る
知
識
・
ノ

ウ
ハ
ウ
の
普
及
・
継
承
に
必
要
な
条
件
に

つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
い
。

①�

全
職
員
を
対
象
と
し
た
教
育
で
安
全
衛

生
に
関
す
る
知
識
を
普
及

知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
普
及
・
継
承
の
第

一
歩
と
し
て
、
職
員
研
修
の
活
用
が
あ
る
。

新
人
研
修
や
階
層
別
研
修
、
管
理
監
督

者
研
修
な
ど
既
存
の
研
修
の
な
か
に
安
全

衛
生
教
育
を
盛
り
込
み
、
ま
ず
は
、
全
職

員
に
安
全
衛
生
に
関
す
る
教
育
を
継
続
的

に
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
各
職
場
の
安
全
衛
生
上
の
課
題

に
つ
い
て
、
当
事
者
が
参
加
し
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
対
策
を
検
討
す
る
よ
う
な
参

加
型
の
研
修
も
、
幅
広
い
安
全
衛
生
の
知

識
の
普
及
や
安
全
衛
生
に
関
す
る
意
欲
を


